
特
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こ
れ
か
ら
の
古
典
指
導 登

場
人
物
に
な
り
き
っ
て
心
情
を
語
る　
　
　
　

新
し
い
指
導
を
考
え
る
会

─
「
扇
の
的
」（
二
年
）
─

実
践

提
案

1
は
じ
め
に

　

生
徒
た
ち
は
、
難
解
な
解
釈
中
心
の
古
典
の
授

業
に
は
抵
抗
が
あ
る
が
、
そ
こ
か
ら
離
れ
る
と
、

決
し
て
古
典
が
嫌
い
な
の
で
は
な
く
、
積
極
的
に

自
分
の
感
情
を
古
語
で
表
現
し
た
い
な
ど
、
む
し

ろ
古
語
に
興
味
を
も
っ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
今
回
は
、「
登
場
人
物
の
台
詞
を
考
え

『
Ｎ
Ｅ
Ｗ
平
家
物
語
』
を
創
作
す
る
」
課
題
を
設

定
し
た
。
作
品
中
に
自
分
が
入
り
込
む
感
覚
で
創

作
す
る
こ
と
で
、
生
き
生
き
と
し
た
古
典
の
世
界

を
味
わ
わ
せ
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
、
自
分
た
ち

な
り
の
ド
ラ
マ
を
加
え
て
新
た
な
演
出
を
し
て
音

声
に
の
せ
る
こ
と
で
、“
語
り
物
”
の
楽
し
さ
を

体
感
さ
せ
る
。

　

古
典
の
中
の
人
物
は
、
み
な
魅
力
的
で
あ
る
。

源
平
の
戦
乱
の
中
に
あ
っ
て
、
自
ら
の
人
生
を
精

一
杯
生
き
抜
い
た
登
場
人
物
に
な
り
き
っ
て
「
平

家
物
語
」
の
世
界
に
ひ
た
ら
せ
た
い
。

実
践
報
告
（
全
４
時
間
）

（
１
）
学
習
計
画

（
２
）
２
次
の
詳
細

ア　
（
全
体
で
）
登
場
人
物
の
性
格
が
は
っ
き
り

し
て
お
り
、
台
詞
も
多
い
こ
と
か
ら
、
巻
第

十
一
「
先
帝
入
水
」
の
場
面
を
紹
介
し
、
登
場

人
物
（
安
徳
天
皇
・
建
礼
門
院
・
二
位
の
尼
・

平
知
盛
・
平
家
方
の
武
士
・
女
房
な
ど
）
に
な

り
き
っ
て
、
台
詞
を
考
え
て
み
る
。

イ　
（
各
自
で
）「
扇
の
的
」
の
登
場
人
物
の
心
情

を
想
像
し
、
台
詞
を
考
え
、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に

書
き
入
れ
る
。（
資
料
１
）

　

※「
口
語
か
ら
文
語
へ
プ
リ
ン
ト（
筆
者
作
）」や「
古

語
辞
典
」「
国
語
便
覧
」
を
参
考
に
し
て
、
で

き
る
生
徒
に
は
文
語
を
使
わ
せ
て
み
る
。

ウ　
（
全
体
で
）「
扇
の
的
」
を
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ
の
場

面
に
分
け
、
場
面
ご
と
に
台
詞
を
考
え
て
い

く
。（
資
料
２
）

エ　
（
グ
ル
ー
プ〈
四
人
〉で
）朗
読
劇
台
本
を
作
る
。

　
　

物
語
を
わ
か
り
や
す
く
感
動
的
に
伝
え
る
た

め
に
は
、
ど
の
場
面
で
、
だ
れ
の
台
詞
を
入
れ

る
べ
き
か
を
発
表
し
合
う
。

　

※
台
詞
を
考
え
る
際
、
原
文
か
ら
か
け
離
れ
た
勝

手
な
解
釈
に
陥
ら
な
い
よ
う
気
を
配
る
。
台
詞

は
、
感
情
だ
け
で
な
く
、
場
面
の
状
況
も
わ
か

る
よ
う
に
工
夫
す
る
。

オ　
（
グ
ル
ー
プ
で
）
朗
読
の
役
割
分
担
・
工
夫
・

練
習
を
す
る
。

　

原
文
も
台
詞
も
場
の
状
況
に
ふ
さ
わ
し
い

朗
読
に
な
る
よ
う
、
ど
ん
な
気
持
ち
を
込
め
、

声
の
調
子
を
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
を
話
し
合

い
、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
書
き
入
れ
る
。

カ　
（
グ
ル
ー
プ
で
）
台
本
を
も
と
に
練
習
を
す

る
。
聞
き
合
い
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
合
い
、
よ

り
良
い
も
の
を
つ
く
っ
て
い
く
。

　

※
朗
読
は
、
源
平
の
役
割
分
担
・
群
読
な
ど
の
工

夫
を
す
る
。「
平
家
物
語
」
特
有
の
調
子
の
良

さ
を
出
せ
る
よ
う
、
よ
く
練
習
す
る
。

お
わ
り
に

  

台
詞
を
書
く
た
め
に
は
、
ま
ず
状
況
や
行
動
の

正
確
な
理
解
が
不
可
欠
な
の
で
、
生
徒
は
真
剣
に

読
み
取
ろ
う
と
努
力
し
て
い
た
。
個
人
で
考
え
る

段
階
で
は
理
解
が
困
難
な
生
徒
も
、
人
物
の
立
ち

位
置
や
表
情
を
話
し
合
う
中
で
具
体
的
に
イ
メ
ー

ジ
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
内
容
を
理
解
し

て
い
く
に
つ
れ
、
人
物
の
心
情
を
想
像
し
、
そ
の

気
持
ち
が
伝
わ
る
言
葉
を
考
え
る
こ
と
に
、
楽
し

ん
で
取
り
組
ん
で
い
た
。
文
語
の
調
べ
を
好
み
、

積
極
的
に
古
語
や
係
り
結
び
を
使
う
生
徒
も
お
り
、

文
語
へ
の
抵
抗
が
少
な
く
な
っ
て
き
た
よ
う
だ
。

  

台
詞
を
声
に
出
す
こ
と
で
、
物
語
の
中
の
人
物

に
な
り
き
っ
た
快
感
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
り
、

友
人
の
発
表
が
自
分
の
イ
メ
ー
ジ
と
異
な
っ
た
声

色
や
語
調
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
人
物
像
や
感
情
の

と
ら
え
方
が
微
妙
に
違
う
こ
と
に
気
づ
い
た
り
し

て
、
意
見
交
換
を
通
し
、
さ
ら
に
深
い
鑑
賞
に
つ

な
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

こ
の
登
場
人
物
に
な
り
き
る
学
習
は
、「
平
家

物
語
」
の
理
解
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
他
の
文
学

作
品
の
心
情
や
情
景
を
読
み
取
る
力
や
、
表
現
す

る
力
の
習
得
に
も
つ
な
が
る
だ
ろ
う
。

▶
資
料
１

▶
資
料
２

全
体
で

全
体
で

グ
ル
ー
プ〈
四
人
〉で

グ
ル
ー
プ
で

グ
ル
ー
プ
で

各
自
で

1 次〔1 時間〕

①
「
平
家
物
語
」
の
お
お
よ
そ
の
あ
ら
す

じ
を
知
る
。

②
源
平
合
戦
・
軍
記
物
語
・
語
り
物
に
つ

い
て
学
習
す
る
。

③
歴
史
的
仮
名
遣
い
、
文
語
文
特
有
の
言

葉
や
語
形
、
助
詞
を
省
い
た
表
現
、
七
五

調
、
和
漢
混こ

ん

淆こ
う

文
、
対
句
表
現
を
理
解
す

る
。

2 次〔2 時間〕

①
古
文
と
口
語
訳
を
読
ん
で
、
場
面
の
状

況
・
登
場
人
物
の
行
動
と
心
情
を
想
像
す

る
。

②
場
面
の
状
況
と
人
物
の
心
情
を
表
す
台

詞
を
考
え
る
。

③
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
、
朗
読
劇
「
Ｎ
Ｅ
Ｗ

平
家
物
語
」
の
台
本
を
作
る
。

④
練
習
を
す
る
。

3 次〔1 時間〕

①
物
語
の
情
景
や
心
情
が
伝
わ
る
よ
う
工

夫
し
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
朗
読
発
表
を
す

る
。
互
い
の
発
表
を
聞
き
合
う
。

②
意
見
・
感
想
を
交
流
す
る
。
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